
 
 

第 191 回  学長定例記者会見 発表事項 1 

 

令和８年５月２９日 

 

 

広島大学とエジプト政府との戦略的連携について 

— 国家レベルの教育・人材育成協力を推進 — 
 

 

広島大学は、エジプト政府との間で、日本型教育を基盤とした人材育成や科

学技術分野における戦略的連携を推進しています。 

具体的には、日本型教育を活用した初等教育教員養成、AI・プログラミング

教育、金融リテラシー教育、半導体分野における高度人材育成等に関する新た

な協力が始動しました。 

2026 年 4 月には、越智光夫学長がエジプト政府より招かれ、アブドゥルフ

ァッターハ・エルシーシ大統領と面談するとともに、政府関係者、大学、教育

機関等との間で幅広い協議を実施し、今後の日・エジプト間の学術・人的交流

をさらに深化させる重要な機会となりました。 

 

 

1．エジプト大統領との会談 

2026 年 4 月 29 日、越智光夫学長はカイロにおいて、アブドゥルファッタ

ーハ・エルシーシ大統領を表敬訪問し、約 40 分にわたり会談を行いました。

会談には、ムスタファ・マドブーリ首相、モハメド・アブデルラティーフ教育・

技術教育大臣、岩井文男駐エジプト特命全権大使、金子慎治理事・副学長（グ

ローバル化担当）も同席しました。 

 

会談冒頭では、大統領より、約 10 年前

に安倍晋三総理（当時）へ日本の教育協力

を要請した当時の経緯に触れつつ、日本と

エ ジ プ ト の 教 育 分 野 に お け る 協 力 が 着 実

に 進 展 し て い る こ と へ の 認 識 と 謝 意 が 示

されました。また、日本型教育や「人づく

り」に対する深い尊敬と期待が表明されま

した。 

 

 

また、本学、エジプト教育・技術教育省、株式会社スプリックスによる連携

事業として、日本型教育を基盤とした教員養成、AI・プログラミング教育、金

融リテラシー教育、および TOFAS を活用した基礎学力評価等を通じた人材育

成の取組について紹介が行われました。 

 

さらに会談では、広島大学の教育システムやカリキュラムを活用した新大学

構想についても意見交換が行われたほか、医療分野を含む包括的な連携強化に
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ついて、大統領から協力要請が寄せられました。 

 

 

2．エジプト政府と推進する主要協定 

 

■ エジプト教育・技術教育省および株式会社スプリックスとの 

「エジプト初等教育教員向けパイロット・プログラムの実施に関する 3 者協

定」 

日本型教育の知見を活用し、エジプト初等教育教員向け養成プログラムを実

施するものです。広島大学は、教育内容の設計、教材提供、教育の質保証等を

担います。今後は年間 100 名規模のコースを 2 年間にわたり実施し、将来的

には修了証がエジプト国内の教員資格として認定されることを視野に制度設計

面での協力も進めます。 

 

■ エジプト・アラブ共和国高等教育・科学研究省との「国際教育協力協定」 

半導体分野を中心とした高度人材育成を推進する協定です。本協定に基づき、

エジプト高等教育・科学研究省は、広島大学とエジプト日本科学技術大学（E-

JUST）が共同で実施する修士ダブルディグリープログラムに参加するエジプ

ト人学生を対象に、年間 10 人規模の奨学金支援を実施します。 

本プログラムは、日本政府の支援により設立された E-JUST が、日本の大学

との間で初めて締結するダブルディグリープログラムであり、日・エジプト間

の高等教育連携における重要な節目となるものです。 

 

■ エジプト教育・技術教育省および株式会社スプリックスとの 

「AI・プログラミング／金融リテラシー教育課程に関する 3 者協定」 

AI・プログラミング教育および金融リテラシー教育をエジプト全国で展開す

る 取 組 で す 。 広 島 大 学 監 修 の TOFAS（Test of Fundamental Academic 

Skills）を活用し、基礎学力評価、教育データ分析、教育 DX を推進します。昨

年 10 月に締結した協定に基づき実施している「AI・プログラミングに関する

オンライン能力検定」は順調に進展しており、すでにエジプトの高校生約 100

万人が受験しています。  

 

３．今後の展望 

エジプトは、アフリカおよびアラブ地域を代表する影響力を有する国であり、

本学が推進する教育・人材育成分野の協力は、将来的に他国・他地域へ展開さ

れる可能性を有しています。 

 

広島大学は今後も、「平和と持続可能性（つくる平和）」を理念とする総合研

究大学として、日本型教育を通じた人材育成と国際協力を推進し、国際社会へ

の貢献と我が国の国際的プレゼンス向上に取り組んでまいります。 

 

 

【お問い合わせ先】 

広島大学国際室国際部グローバル化戦略グループ  

TEL:082-424-4621・3505  FAX:082-422-4621 

E-mail: kokusai-group@office.hiroshima-u.ac.jp   

 


